
2018年

11月25日日
お話し：渡辺豊博
  （グラウンドワーク三島専務理事・都留文科大学特任教授）

 　　遠藤哲人（区画整理・再開発対策全国連絡会議）
会　場：みんなの会議室　神保町
  千代田区神田神保町2丁目7号 芳賀書店ビル5階
   （神保町駅A1出口横）
参加費：一般1500円、会員1000円、学生500円（定員40名）
※終了後、懇親会を予定しています。（会場未定、費用別途）
※いずれも事前に申込が必要です。申込なしでご来場頂いた場合は資料や席が用意できない
　ことがあります。当日、都合が悪くなった場合はキャンセルをお願いします。
※定員に達し次第締め切らせて頂きます。

開場 16:00
開始 16:30～18:30

神楽坂サロン

景観と住環境を考える全国ネットワーク
http://www.machi-kaeru.com/　　510@machi-kaeru.com
〒162-0825  東京都新宿区神楽坂 3-2-5　SHKビル

市民が取り戻した
三島源兵衛川の魅力と
　　超高層再開発問題

高度成長期にはよごれて、埋め立ても検討された源兵衛川。ゴミをひとつずつ拾
うことから始めて、今では街中に豊かな水辺空間が生まれ、子どもたちの歓声と
散歩する大人たち。世界水遺産に登録されるほど美しい水辺に市民の手で生まれ
変わり、多くの人の憩いの場になっています。全国から源兵衛川のその賑わいを
街にも引き込もうと、空き店舗の活用、三島ブランドの掘り起こしなど様々な試
みが動き出しています。一方三島市は駅前に 61億円もの市民負担で、超高層マン
ションと商業施設、公共施設などの再開発を進めています。
源兵衛川の再生までの歩みとこれからの
三島のまちづくり、再開発が街にどう影響するか
など、これからの三島について
いっしょに考えたいと思います。
　

駅から徒歩 5分の
街中に清流がある
三島の街は
こうして作られた

市民・ＮＰＯ・行政・企業がパートナーシップを組
む英国発祥の「グラウンドワーク（環境改善活動）」
を、故郷・三島市で日本で最初に始める。三島ゆ
うすい会、三島ホタルの会、グラウンドワーク三
島、(財 )日本グラウンドワーク協会（県から派遣）、
富士山クラブ、富士山エコネット、富士山測候所を
活用する会などの専務理事・事務局長を歴任。静
岡大学・早稲田大学客員教授・などを歴任。ＮＰ
Ｏ法人富士山クラブの事務局長を担い、富士山の
世界遺産登録を目指して、先駆的な市民活動を仕
掛け、先導するとともに、グローバルな視点に立っ
た環境ＮＰＯの活動に挑戦している。さらに、全国
各地のグラウンドワーク実践地域との広域的な
ネットワークづくりや実践者を育成するグラウン
ドワーク全国研修センターの企画運営等、グラウ
ンドワーク三島の実践事例を機軸にしたパート
ナーシップによる新たなる市民運動の手法を、多
様な市民活動の実践者として国内外に情報発信。
イギリス、ニュージーランド、ネパール、台湾、カン
ボジアなど国際的に活躍。

渡辺豊博氏プロフィール

遠藤哲人氏プロフィール

申込み
https://kokucheese.com/event/index/542260/

申込み
　　→ ＮＰＯ法人区画整理・再開発対策全国連絡会議・

事務局長、國學院大學経済学部兼任講師（まちづ
くり）。著書（単著、共著）『再開発を考える』『これ
ならわかる再開発』『区画整理・再開発の破綻』、
『都市再生̶熱狂から暗転へ』、『熊さん八ッつぁ
んが読む！　土地区画整理法』、『豊洲新市場・オ
リンピック村開発の「不都合な真実」』など。　


